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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
八
弾 

『
掛
川
誌
稿
』
の
編
纂
者
・
斎
田
茂
先
の
生
涯 

＝
松
崎
慊
堂
に
よ
る
「
墓
銘
」
を
中
心
に
＝ 

中
山
正
清 

は
じ
め
に 

掛
川
藩
校
教
授
を
務
め
た
松
崎
慊
堂
は
、
松
ヶ
岡
山
﨑
家
四
代
目
の
万
右
衛
門
（
晨

園
）
、
弟
子
の
海
野
予
介
（
士
黙
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
掛
川
藩
関
係
者
と
親
し
い
間
柄

に
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
特
に
心
を
許
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
斎
田
茂
先
（
士

華
）
で
す
。 

茂
先
は
『
掛
川
誌
稿
』

の
巻
首
か
ら
巻
六
（
総
論
か
ら
佐
野
郡
全
域
ま
で
に
相
当
）

ま
で
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
四
十
二
歳
で
病
死
し
て
い

ま
す
の
で
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
以
降
し
か
現
存
し
な
い
慊
堂
の
日
記
『
慊

堂
日
暦
』
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
①

。
し
か
し
、『
慊
堂
全
集
』
②

に
は
、
茂
先
に
触
れ
た
文

が
い
く
つ
も
あ
り
、
ま
た
、
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
慊
堂
が
茂
先
の
た

め
に
文
を
撰
し
た
「
斎
田
君
墓
銘
」
③

も
あ
り
ま
す
。 

現
在
で
は
、
茂
先
と
い
え
ば
『
掛
川
誌
稿
』
の
編
纂
者
と
し
て
し
か
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、「
墓
銘
」
を
は
じ
め
と
す
る
慊
堂
の
文
か
ら
は
、
歴
史
研
究
に
熱
心
で
書
道
や

雅
楽
の
道
に
も
秀
で
て
い
た
茂
先
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

茂
先
と
松
ヶ
岡
山
﨑
家
と
の
関
係
は
、
晨
園
の
依
頼
に
よ
っ
て
慊
堂
が
文
を
撰
し
た

「
山
﨑
定
地
君
碣
陰
記
」
の
文
字
を
茂
先
が
書
い
た
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
見
当
た
り
ま
せ

 

① 

鈴
木
瑞
枝
著
『
松
崎
慊
堂
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
「
掛
川
藩
中
の
人

で
最
も
慊
堂
と
仲
の
良
か
っ
た
の
は
、
長
塩
家
の
人
た
ち
で
あ
る
」
（
一
一
〇
頁
）
と

し
て
い
る
。
長
塩
家
の
人
物
の
名
前
が
『
慊
堂
日
暦
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

② 

全
六
冊
、
崇
文
院
、
一
九
二
六
年
刊
。
冬
至
書
房
よ
り
一
九
八
八
年
に
復
刻
。
本

稿
で
は
、
引
用
し
た
文
の
巻
数
だ
け
を
註
記
し
た
。 

③ 

「
斎
田
君
墓
銘
」
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
に
『
静
岡
県
郷
土
研
究
』

第
八
輯
で
、
尾
澤
只
一
「
掛
川
誌
稿
前
半
の
著
者
斎
田
士
華
に
つ
い
て
」
と
し
て
初
め

て
報
告
さ
れ
た
。
『
掛
川
市
史
』
中
巻
（
掛
川
市
、
一
九
八
四
年
）
九
百
八
十
～
九
百

八
十
一
ペ
ー
ジ
、
『
掛
川
誌
稿
（
全
）
』
（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
八
百
三
～
八
百

四
ペ
ー
ジ
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。 
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ん
。
し
か
し
、
晨
園
が
師
事
し
た
松
崎
慊
堂
の
親
友
で
あ
り
、
茂
先
と
山
本
忠
英
が
編

纂
し
て
慊
堂
が
校
正
し
た
『
掛
川
誌
稿
』
が
山
﨑
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
④

と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
『
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
』
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 一
、
「
斎
田
君
墓
銘
」
の
読
み
下
し 

 

ま
ず
、
慊
堂
が
撰
し
た
「
斎
田
君
墓
銘
」
の
全
文
の
読
み
下
し
を
以
下
に
掲
げ
ま

す
。
『
掛
川
市
史
』
中
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
墓
銘
」
の
訓
点
、
送
り
仮
名
を
参
考

に
一
部
を
改
め
、
適
宜
改
行
し
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
ま
し
た
。
（ 

）
内
は
筆

者
に
よ
る
註
記
で
す
。 

斎
田
君
ノ
墓
銘 

斎
田
士
華
、

諱
い
み
な

ハ
茂
先
、
初
名
ハ
茂
利
、
三
左
衛
門
ト
称
ス
。
上
祖
ヲ
益
田
伊
勢
守

藤
原
繁
俊
ト
曰
フ
。
上
野
国
大
胡

お

お

ご

ノ
城
代
タ
リ
。
四
子
有
リ
、
繁
政
・
繁
通
・
繁
吉
・

茂
安
。
繁
吉
、
丸
橋
三
左
衛
門
繁
実
ヲ
生
ム
。

始
は
じ
め

テ
我
ガ
太
田
顕
公
（
資
宗
）
ニ
仕
ヘ
、

家
老
ト
為
リ
、
氏
ヲ
斎
田
ト
賜
フ
。
蓋 け

だ

シ
同
姓
ニ
比
シ
テ
云
フ
。
是 こ

れ

ニ
由
テ
斎
田
氏
ト

為
シ
、
繁
紹
・
繁
明
ヲ
生
ム
。
繁
紹
父
ノ
職
ヲ
襲 つ

ギ
、
繁
明
仕
テ
用
人
ニ
至
ル
。
用
人

之
後
、
三
世
微
（
衰
え
る
）
、
曰
ク
繁
教
、
曰
ク
繁
救
、
曰
ク
繁
郷
。
繁
郷
、
実
ハ
山

角
定
吉
之
仲
子

ち
ゅ
う
し

（
真
ん
中
の
子
）
、
早
ク
死
ス
。
其
ノ
季 き

（
末
子
）
茂
矩
ヲ
以
テ
後
ト

為
ス
。
茂
矩
仕
テ
大
目
付
ニ
至
リ
、
石
居
氏
ヲ
娶 め

と

リ
、
士
華
ヲ
生
ム
。 

 

④ 

二
〇
一
六
年
六
月
二
十
八
日
付
『
広
報
か
け
が
わ
』
に
よ
る
と
、
山
﨑
家
に
伝
わ

っ
て
い
た
『
掛
川
誌
稿
』
を
良
太
郎
さ
ん
と
文
三
さ
ん
の
兄
弟
が
市
に
寄
付
し
た
際
、

「
掛
川
城
主
が
千
葉
松
尾
藩
へ
移
る
際
、
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
先
代
か
ら
聞
い

て
い
る
」
（
文
三
さ
ん
）
と
話
し
て
い
る
。 
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士
華
、
一
公
（
資
愛
）
・
栄
公
（
資
順
）
・
円
公
（
資
言
）
ニ
仕
ヘ
、
中
小
姓
ヨ
リ
膳

番
兼
掌
刀
外
衛
長
ニ
至
ル
。
微
眚

び
し
ょ
う

（
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
や
ま
ち
、
災
い
）
ヲ
以
テ
二
階

ヲ
褫う

ば

ハ
ル
。
公
家
譜
牒
ヲ

掌
つ
か
さ
ど

リ
、

商

搉

し
ょ
う
か
く

（
あ
れ
こ
れ
は
か
っ
て
決
め
る
こ
と
）
理
有

リ
、
功
ヲ
以
テ
旧
階
ニ
復
ス
。
又
命
セ
ラ
レ
テ
掛
川
領
志
ヲ
撰 え

ら

ム
。
未
タ
成 な

ら

ズ
。
下
利

（
下
痢
）
ノ
疾
ヲ
得
、
月
余
、
文
化
十
二
年
九
月
十
二
日
ヲ
以
テ
江
戸
駒 こ

ま

籠 ご
め

（
駒
込
）

邸
舎
ニ
歿
ス
。
享
年
四
十
有
二
。 

士
華
、
性
開
敏
多
能
ニ
シ
テ
、
読
ム
コ
ト
有
ラ
バ
章
句
ヲ
屑
ト
セ
ズ
。

尤
も
っ
と

モ
書
学
ニ

𨗉 す
い

（
奥
深
い
）
ナ
リ
。
輪
池
屋
代
翁
（
屋
代
弘
賢
）
ニ
事 つ

か

ヘ
、
持
明
藤
公
ニ
及
ビ
、
其

ノ
堂
室
ニ
入
ル
。
雅
楽
ヲ
善
ク
シ
、

郢

曲

え
い
き
ょ
く

（
宮
廷
歌
謡
）
ヲ
理 お

さ

ム
。
意
到
リ
興
会
ス
レ

バ
（
興
に
の
れ
ば
）
、
鳴
弾
歌
吹
（
演
奏
）
ス
。
翰 か

ん

墨 ぼ
く

（
詩
文
を
作
る
）
ノ
間 あ

い

マ
、
淋
漓

り

ん

り

（
元
気
の
あ
る
さ
ま
）
転
倒
（
落
ち
着
き
を
失
う
）
ヲ
作 な

シ

幼

眇

よ
う
び
ょ
う

（
精
緻
、
奥
ゆ
か
し

い
）
哀
豪
曲
其そ

ノ
到 と

う

（
ゆ
き
と
ど
く
）
ヲ
尽
ス
。
故
ヲ
以
テ
友
道
日
ニ
広
ク
、
到
ル
所

一
座

畢
こ
と
ご
と

ク
傾
ク
。
晩
ニ
文
ヲ
余
ニ
問
ヘ
バ
、

旬
じ
ゅ
ん

月 げ
つ

（
十
日
間
）
ニ
シ
テ
又
能
ク
其
ノ

言
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ニ

道
み
ち
び

ク
。
著
ス
所

尚

古

法

帖

し
ょ
う
こ
ほ
う
じ
ょ
う

卅
巻
、
金
石
跋 ば

つ

二
巻
、
掛
川
領
志
未

脱
稿
八
巻 か

ん

。 

宮
崎
氏
ヲ
娶 め

と

リ
、
先
ニ
歿
ス
。
一
女
ア
リ
、
甫 は

じ

メ
テ
六
歳
、
斎
田
氏
是
ニ
至
テ
三
タ
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ビ
嗣
ヲ

亡
う
し
な

フ
。
原
田
某
ノ
次
子
常
吉
ヲ
養
テ
後
ト
為
ス
。
死
ス
ル
ノ
三
日
、
谷
中

や

な

か

村
本

行
寺
ノ
宮
崎
氏
ノ
壙 あ

な

ニ

窆
ほ
う
む

ル
。 

 

士
華
余
ト
同
ク
栄
公
ニ
事
ヘ
、
又
相

驩
よ
ろ
こ

ブ
也
。
既
ニ
病
ム
、
余
ニ
謂
テ
曰
ク
、
吾
子

ノ
銘
ヲ
得
、

而
し
か
し

テ
輪
池
翁
之
ヲ
書
セ
バ
、
復 ま

タ
恨
ム
コ
ト
無
シ
ト
。

則
す
な
は

チ
年
将 ま

さ

ニ

祥
し
ょ
う

（
死
者
が
死
ん
だ
月
）
ナ
ラ
ン
ト
ス
。
余
其
ノ
受
業
者
ト
相
謀 は

か

リ
、
石
一
ヲ
具
シ
テ
、

泣
キ
テ
之
ニ
銘
シ
、
常
吉
ヲ
シ
テ
往 い

き

テ
翁
ニ
請
ハ
シ
ム
。
翁
曰
ク
嗚
呼

あ

あ

士
華
ノ
託
也
、

書
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。 

銘
め
い
し
て

曰
ク 

 

人
資
地

し

ち

（
家
柄
）
無
キ
ニ
苦
ム
也
、
子
ハ
旧
閥
ノ
冑
。
人
材
具
無
キ
ヲ
患
フ
也
、
子

ハ
実
ニ
百
夫
ノ
秀
。

而
し
か
る
に

仕
つ
か
え

テ
顛 た

お

レ
以
テ

躓
つ
ま
ず

キ
、
天
又
之 こ

れ

ガ
年
ヲ
限
ル
。
而

し
か
し

テ
終
ニ
下

ニ
位
ス
。
吾
レ
厥 そ

ノ
世
ヲ
叙
シ
、
後
嗣
ニ
示
ス
。
嗟 あ

あ

乎
亦 ま

た

子
ノ
志
也
夫 か

な

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

輪 り
ん

池 ち

源
弘
賢
書 

 
 

 

文
化
十
三
年
秋
九
月
十
一
日
嗣
子

し

し

常
吉
謹
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
沢
群
鶴

ぐ
ん
か
く

刻 

 

二
、
名
前
と
先
祖 

茂
先
の
名
前
か
ら
み
て
い
き
ま
す
。「
墓
銘
」
の
冒
頭
で
、
士
華
を
号
と
し
た
茂
先
は
、
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初
め
茂
利
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
、
通
称
が
三
左
衛
門
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

通
称
に
つ
い
て
は
、『
掛
川
誌
稿
』
編
纂
の
た
め
の
巡
村
調
査
な
ど
で
は
小
源
多
と
名
乗

っ
て
い
ま
す
⑤

が
、
小
源
多
の
通
称
は
「
墓
銘
」
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
先
祖
が
「
益

田
伊
勢
守
藤
原
繁
俊
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
斎
田
氏
は
藤
原
を
本
姓
と
し
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
稿
で
は
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
基
本
的

に
茂
先
の
名
前
を
使
い
ま
す
。 

 

次
に
茂
先
の
先
祖
に
つ
い
て
み
る
と
、
『
大
胡
町
誌
』
（
大
胡
町
、
一
九
七
六
年
）
が

引
く
「
藤
原
姓
益
田
氏
系
図
略
記
」
に
よ
る
と
、
藤
原
秀
郷
の
子
孫
で
上
野
国
大
胡
城

（
現
群
馬
県
前
橋
市
）
を
築
い
た
益
田
氏
は
そ
の
後
、
新
田
金
山
城
の
横
瀬
氏
に
属
し

た
の
で
す
が
、
茂
改
の
と
き
大
胡
城
を
失
い
勢
田
郡
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の
子
が
「
墓

銘
」
に
名
前
が
あ
る
繁
俊
で
す
。「
藤
原
姓
益
田
氏
系
図
略
記
」
か
ら
引
用
す
る
と
次
の

通
り
で
す
。 

  
 

繁
俊 

母
横
瀬
左
衛
門
尉
景
繁
女 

与
三
左
衛
門
尉
後
任
伊
勢
守
法
名
玉
翁
宗
林

弘
治
二
年
正
月
九
日
戦
死 

 
 

 

天
文
二
十
辛
亥
年
伊
勢
崎
ノ
一
揆
ニ
ヲ
イ
テ
旧
領
数
代
ノ
大
敵
那
波
刑
部
少
輔

ヲ
撃
取
此
時
大
胡
モ
暫
領
内
ト
ナ
ル 

 
 

 

繁
俊
は
「
数
代
ノ
大
敵
」
で
あ
る
那
波
氏
を
討
ち
取
っ
た
こ
と
か
ら
、
斎
田
氏
の
祖

に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
繁
俊
の
跡
を
継
い
だ
繁
政
の
と
き
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
北
条
氏
攻
め
で
、
繁
政
は
横
瀬

氏
と
と
も
に
北
条
方
と
し
て
信
濃
の
笛
吹
で
戦
い
、
戦
後
は
横
瀬
氏
の
改
易
に
伴
い
常

陸
牛
久
に
移
り
ま
し
た
。 

繁
政
の
弟
繁
吉
の
動
向
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
子
の
丸
橋
繁
実
が
初
め
て
太
田

 

⑤ 

『
掛
川
市
史
』
中
巻
九
百
七
十
六
～
九
百
八
十
ペ
ー
ジ
、
九
百
八
十
三
ペ
ー
ジ
。

ま
た
、
尾
澤
只
一
「
掛
川
誌
稿
前
半
の
著
者
斎
田
士
華
に
つ
い
て
」
は
、
「
山
﨑
常
盤

翁
は
士
華
の
調
査
に
わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
て
、
谷
中
の
本
行
寺
を
訪
ね
た
り
、
斎
田
家
を

も
訪
ね
ら
れ
た
。
斎
田
家
に
言
い
伝
え
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
に
よ
る
と
『
茂
先
』
は
『
し
げ

と
き
』
と
よ
む
由
で
あ
る
。
又
通
称
を
『
小
源
太
』
と
も
云
っ
た
由
で
あ
る
」
と
記
し

て
い
る
。 
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資
宗
に
仕
え
て
家
老
と
な
り
斎
田
姓
を
賜
り
ま
し
た
。
繁
実
が
太
田
家
に
仕
え
る
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
も
不
明
で
す
。 

た
だ
、
資
宗
が
土
井
利
勝
か
ら
鹿
毛
の
馬
を
い
た
だ
き
、
資
宗
が
斎
田
三
左
衛
門
繁

至
に
預
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
中
に
馬
の
尻
尾
が
ネ
ズ
ミ
に
食
い
切
ら
れ
た
と
い
う
話

が
『
太
田
家
記
』
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
⑥

に
載
っ
て
い
ま
す
。
他

愛
も
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
同
書
に
太
田
家
の
家
臣
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
個
所

だ
け
で
す
。
こ
の
『
太
田
家
記
』
は
「
繁
至
」
の
脇
に
「
繁
実
」
と
註
記
し
て
い
て
、

繁
至
は
繁
実
の
こ
と
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
家
老
に
取
り
立
て
ら
れ
た
繁
実
は
、
太
田

家
中
で
そ
れ
な
り
の
存
在
感
が
あ
っ
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

繁
実
の
長
子
繁
紹
は
家
老
職
を
継
ぎ
、
そ
の
弟
の
繁
明
は
用
人
と
な
っ
た
と
い
い
ま

す
か
ら
、
こ
の
時
期
の
斎
田
家
は
羽
振
り
が
良
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
用
人
と
は
、

「
財
政
を
は
じ
め
庶
務
全
般
を
扱
い
、
家
政
・
公
務
の
中
心
と
な
っ
た
役
人
。
格
式
は

大
名
家
で
は
番
頭
の
下
」
⑦

で
す
か
ら
、
そ
の
地
位
は
家
老
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

藩
政
の
中
心
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
繁
明
の
後
の
三
代
は
目
立
っ
た
役
職
に
就
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

茂
先
の
父
茂
矩
が
大
目
付
に
な
り
、
斎
田
家
は
再
び
日
の
目
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
え
ま
す
。 

茂
先
は
妻
を
宮
崎
氏
か
ら
迎
え
、
女
子
一
人
を
も
う
け
ま
し
た
が
、
女
子
は
六
歳
で

没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
墓
銘
が
「
斎
田
氏
是
ニ
至
テ
三
タ
ビ
嗣
ヲ
亡
フ
」
と
い
う
の
は
、

繁
救
、
繁
郷
に
嗣
子
が
い
な
か
っ
た
の
に
続
け
て
茂
先
に
も
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
こ

と
を
い
う
の
で
し
ょ
う
。
妻
も
茂
先
に
先
立
っ
て
没
し
て
い
ま
す
。
跡
継
ぎ
の
い
な
い

茂
先
は
、
原
田
某
の
次
男
常
吉
を
養
子
に
迎
え
ま
し
た
。 

「
墓
銘
」
を
も
と
に
作
成
し
た
略
系
図
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。 

 

 

⑥ 

明
治
十
九
年
六
月
の
校
訂
で
「
此
本
書
ハ
正
徳
四
甲
午
年
（
※
一
七
一
四
）
六
月

上
旬
写
被
申
候
由
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
文
中
に
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
記
事
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑦ 

『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
「
用
人
」
項
。 
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三
、
茂
先
の
役
職 

 

茂
先
は
中
小
姓
と
し
て
出
仕
し
、
そ
の
後
に
台
所
番
兼
刀
番
供
頭
（
膳
番
兼
掌
刀
外

衛
長
）
と
な
り
ま
し
た
。
中
小
姓
は
「
小
姓
組
と
徒
士
衆
の
中
間
の
身
分
で
、
外
出
す

る
主
君
に
随
行
し
、
ま
た
配
膳
役
に
従
事
⑧

」
す
る
職
で
す
か
ら
、
高
い
家
柄
の
者
が
勤

め
る
役
職
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
主
君
の
眼
前
で
才
能
を
発
揮
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と

が
で
き
、
主
君
に
認
め
ら
れ
や
す
い
役
職
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

台
所
番
兼
刀
番
供
頭
も
中
小
姓
と
似
た
職
務
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
刀
番
は

大
名
が
江
戸
城
に
登
城
す
る
際
に
玄
関
先
で
刀
を
預
か
る
役
職
、
供
頭
は
大
名
の
外
出

の
際
に
供
を
取
り
締
ま
る
役
職
で
す
。 

 

実
際
、
茂
先
は
資
順
か
ら
信
頼
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
文
化
二
年
（
一
八

〇
五
）
に
亡
く
な
っ
た
藩
主
太
田
資
愛
の
墓
誌
を
松
崎
慊
堂
が
撰
し
た
の
で
す
が
、
茂

先
は
そ
の
記
述
の
一
部
に
異
を
唱
え
、
新
藩
主
資
順
に
よ
っ
て
茂
先
の
意
見
が
採
用
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
資
順
が
茂
先
の
学
識
を
信
頼
し
て
い
た
た
め
、
藩
校
教
授
で
あ
る

慊
堂
の
文
を
改
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
茂
先
に
何
ら
か
の
過
失
が
あ
っ
て
、
二
階
級
格
下
げ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
左
遷
が
い
つ
、
ど
ん
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で
す
。
そ

の
後
、
「
公
家
譜
牒
」
（
主
家
太
田
家
の
系
譜
）
の
編
纂
に
携
わ
り
、
そ
の
功
に
よ
っ
て

元
の
役
職
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
元
の
役
職
に
戻
っ
た
時
期
も
不
明
で
す
。 

茂
先
の
俸
禄
な
ど
も
不
明
で
す
が
、
松
崎
慊
堂
が
記
し
た
「
秋
萩
帖
跋
」
⑨

に
は
、
茂

先
に
つ
い
て
「
一
貧
如
レ

洗
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
家
計
は
豊
か
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

 

⑧ 

『
広
辞
苑
』
第
五
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
「
中
小
姓
」
項
。 

⑨ 

『
慊
堂
全
集
』
巻
十
二
。 

（益田）

（斎田）

繁俊

繁政繁通繁吉茂安

茂矩

茂先

常吉

繁実

繁紹繁明

繁教

繁救

繁郷



8 

 

す
。 茂

先
が
元
の
役
職
に
復
し
て
か
ら
、『
掛
川
領
誌
』（
『
掛
川
誌
稿
』
の
こ
と
）
の
編
纂

を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
未
完
の
ま
ま
、
文
化
十
二
年
九
月
十
二
日
に
江
戸
・
駒
込
の

藩
邸
で
下
痢
の
た
め
に
死
去
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
享
年
四
十
二
。 

 

四
、
書
道
と
雅
楽 

 

「
墓
銘
」
は
茂
先
に
つ
い
て
「
性
開
敏
多
能
」（
開
け
っ
広
げ
な
性
格
で
聡
明
、
多
才
）

と
評
し
、
ま
た
、
「
友
道
日
ニ
広
ク
、
到
ル
所
一
座
畢
ク
傾
ク
」
（
友
人
は
日
ご
と
に
増

え
、
友
人
た
ち
は
皆
、
茂
先
の
意
見
に
影
響
さ
れ
た
）
と
し
て
い
ま
す
。 

茂
先
の
聡
明
さ
に
つ
い
て
「
墓
銘
」
は
、
「
読
ミ
テ
有
ル
章
句
ヲ
屑
ト
セ
ズ
」
（
儒
学

の
経
典
を
読
め
ば
一
言
一
句
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
）
、
「
晩
ニ
文
ヲ
余
ニ
問
フ
、
旬
月
ニ

シ
テ
又
能
ク
其
ノ
言
ン
ト
欲
ス
ル
所
ヲ
道
ク
」（
あ
る
晩
に
経
典
の
文
の
意
味
を
慊
堂
に

尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
十
日
後
に
は
実
践
し
て
い
た
）
と
記
し
て
い
ま
す
。 

多
芸
多
才
な
茂
先
で
し
た
が
、「
墓
銘
」
に
「
尤
モ
書
学
ニ
𨗉
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

特
に
書
の
道
に
深
く
通
じ
て
い
ま
し
た
。
茂
先
の
書
道
の
師
は
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八

～
一
八
四
一
）
で
、
公
家
の
持
明
院
家
（
持
明
藤
公
）
の
門
に
も
入
り
ま
し
た
。 

 

弘
賢
は
、
輪
池
と
号
し
た
江
戸
後
期
の
国
学
者
で
、
幕
府
右
筆
と
し
て
『
藩
翰
譜
続

編
』
『
古
今
要
覧
稿
』
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
を
編
纂
。
塙
保
己
一
を
助
け
て
『
群
書
類

従
』
の
編
纂
・
刊
行
に
も
貢
献
し
ま
し
た
⑩

。
書
に
つ
い
て
は
、
「
七
歳
の
時
よ
り
持
明

院
流
幕
府
書
道
師
範
・
森
尹
祥
を
師
と
し
て
学
び
、
後
に
持
明
院
宗
時
に
入
門
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
の
能
書
家
に
数
え
ら
れ
る
⑪

」
と
の
こ
と
で
す
。 

 

山
﨑
晨
園
が
「
山
﨑
定
地
君
碣
陰
記
」
の
文
字
を
書
く
よ
う
依
頼
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
弘
賢
か
ら
所
を
学
ん
だ
茂
先
だ
っ
た
の
で
す
。
山
﨑
定
地
君
と
い
う
の
は
松
ヶ

岡
山
﨑
家
初
代
の
才
兵
衛
の
こ
と
。
山
﨑
家
の
先
祖
の
菩
提
寺
だ
っ
た
慶
雲
寺
（
掛
川

市
伊
達
方
）
境
内
に
「
山
﨑
定
地
君
碣
陰
記
」
が
彫
ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
茂
先
の
筆

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

前
述
し
た
よ
う
に
屋
代
弘
賢
は
、
歴
史
研
究
に
も
大
き
な
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

 

⑩ 

『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
「
屋
代
弘
賢
」
項
。 

⑪ 

國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
屋
代
弘
賢
」
項
。 
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茂
先
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、
弘
賢
の
門
下
生
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

が
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
弘
賢
は
五
万
巻
と
い
わ
れ
る
大
量
の
蔵
書
を
「
不
忍

文
庫
」
に
蔵
し
て
い
て
⑫

、
茂
先
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
茂

先
に
と
っ
て
弘
賢
は
、
書
道
に
と
っ
て
も
歴
史
研
究
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
受
け

た
恩
師
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
茂
先
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
に
、
持
明
院
家
は
、
平
安
時
代
の
三
跡
の
一
人
藤
原
行
成
の
流
れ
で
あ
る
世
尊
寺

家
が
絶
え
た
後
、
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
に
当
時
の
後
奈
良
天
皇
の
命
で
公
事
の
書

役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
家
⑬

で
す
。
屋
代
弘
賢
の
師
だ
っ
た
宗
時
は
寛
政
七
年
に

死
去
、
そ
の
子
基
武
は
寛
政
元
年
に
父
に
先
立
ち
（
享
年
三
十
三
）
、
基
武
の
子
基
敦
は

文
化
九
年
に
三
十
二
歳
で
死
去
し
て
い
ま
す
⑭

。
基
武
以
降
の
持
明
院
家
当
主
は
短
い

期
間
で
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
茂
先
が
誰
の
代
に
入
門
し
た
か
は
不
明
で
す
。 

茂
先
は
自
ら
書
を
良
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
古
い
書
跡
の
研
究
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
し
た
。
「
墓
銘
」
に
「
著
ス
所
尚
古
法
帖
卅
巻
」
と
あ
る
『
尚
古
法
帖
』
は
、
日
本
の

古
人
の
筆
跡
を
集
め
た
も
の
⑮

で
、
『
掛
川
市
史
』
中
巻
は
「
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

⑯

」
と
し
て
い
ま
す
が
、
空
海
の
書
を
模
刻
し
た
第
八
、
藤
原
行
成
の
書
の
巻
十
八
が
現

存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
茂
先
の
書
道
に
お
け
る
業
績
に
つ
い
て
も
別
稿
で
詳
し
く
み

る
予
定
で
す
。 

茂
先
は
雅
楽
に
も
堪
能
で
、
宮
廷
に
伝
わ
る
曲
を
習
い
ま
し
た
。
特
に
笙
が
得
意
だ

っ
た
よ
う
で
す
。「
墓
銘
」
に
よ
る
と
、
興
に
乗
っ
て
そ
の
気
分
に
な
る
と
演
奏
し
ま
し

た
。
ま
た
、
詩
文
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
、
調
子
の
い
い
曲
を
演
奏
し
て
気
分
転
換
し

た
と
い
い
ま
す
。
茂
先
の
演
奏
は
悲
し
い
曲
、
勇
ま
し
い
曲
な
ど
、
そ
の
曲
に
合
う
行

 

⑫ 

岡
村
敬
二
『
江
戸
の
蔵
書
家
た
ち
』
（
二
〇
一
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
三
十
二
ペ
ー

ジ
。 

⑬ 

『
書
道
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）
「
持
明
院
流
」
項
。 

⑭ 

西
村
慎
太
郎
「
近
世
持
明
院
流
入
木
道
に
見
る
公
家
家
職
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
紀
要
』
、
二
〇
一
〇
年
）
。 

⑮ 

細
川
潤
次
郎
『
梧
園
書
話
』
下
（
西
川
忠
亮
発
行
、
一
九
〇
二
年
）
所
収
「
集
古

法
帖
尚
古
法
帖
」 

⑯ 

九
百
八
十
二
ペ
ー
ジ
。 
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き
届
い
た
も
の
で
し
た
。 

茂
先
は
、
お
そ
ら
く
持
明
院
家
か
ら
雅
楽
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。「
墓
銘
」
に
「
郢

曲
ヲ
理
ム
」（
宮
廷
歌
謡
を
習
得
ス
ル
）
と
あ
り
、
ま
た
、
茂
先
が
亡
く
な
る
文
化
十
二

年
の
こ
と
で
す
が
、
持
明
院
基
延
は
将
軍
徳
川
家
斉
の
前
で
他
の
公
家
ら
と
管
弦
を
奏

し
て
い
て
、
雅
楽
の
演
奏
が
得
意
だ
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
茂
先
の
雅
楽
は
持
明
院
家

直
伝
だ
っ
た
と
推
測
し
て
お
き
ま
す
。 

茂
先
の
演
奏
を
慊
堂
が
い
か
に
愛
し
て
い
た
か
は
、
慊
堂
の
「
八
月
十
四
夜
聞
斎
士

華
同
諸
士
弄
月
西
窪
邸
中
乃
有
此
寄
」
⑰

に
よ
っ
て
わ
か
り
ま
す
。 

何
年
の
こ
と
か
は
不
明
で
す
が
、
八
月
十
四
日
の
夜
、
茂
先
ら
掛
川
藩
士
が
西
久
保

（
現
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
の
江
戸
藩
邸
で
小
望
月
（
陰
暦
八
月
十
五
夜
の
前
夜
の
月
）

の
月
見
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
自
宅
に
い
た
慊
堂
は
気
分
が
た
か
ぶ
っ
て
眠
れ

ず
、
書
斎
の
薬
棚
の
前
で
、
か
つ
て
西
山
（
神
奈
川
県
の
丹
沢
山
地
）
で
療
養
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
「
想
レ

君
共
在
二

烟
蘿
間
一

、
紫
笙
吹
破
碧
山
暁
」（
靄
の
か
か
っ
た
蔦
の
中
で

茂
先
が
紫
の
笙
を
吹
き
、
青
み
を
帯
び
て
き
た
暁
の
山
の
静
け
さ
を
破
る
光
景
を
想
像

す
る
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夜
の
「
璧
月
」
（
玉
の
よ
う
な
月
）
は
、
西
山
の
よ
う

な
秘
境
で
士
華
の
笙
を
聞
き
な
が
ら
眺
め
た
い
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 五
、
茂
先
の
死 

 

「
墓
銘
」
は
、
茂
先
の
死
因
を
「
下
利
」
と
だ
け
記
し
て
い
ま
す
が
、
松
崎
慊
堂
の

文
に
は
茂
先
が
も
と
も
と
病
弱
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
慊

堂
は
享
和
三
年
秋
、
「
書
浴
泉
間
採
冊
」
⑱

を
記
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
斎
田
茂

利
（
後
に
茂
先
と
改
名
）
が
持
病
を
癒
や
す
た
め
に
相
模
国
の
西
山
に
湯
治
に
行
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
茂
先
に
は
な
ん
ら
か
の
持
病
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

ま
た
、
慊
堂
の
文
に
は
、
茂
先
が
亡
く
な
っ
た
文
化
十
二
年
の
茂
先
の
動
向
が
わ
か

る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。 

 

⑰ 

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
巻
十
六
。 

⑱ 

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
巻
十
三
。 
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慊
堂
の
「
送
斎
田
士
華
之
二
荒
序
」
⑲

に
よ
る
と
、
茂
先
は
文
化
十
二
年
四
月
十
七
日
、

徳
川
家
康
の
二
百
年
忌
の
た
め
に
藩
主
太
田
資
始
に
従
っ
て
日
光
東
照
宮
に
赴
い
て
い

ま
す
。
こ
の
と
き
資
始
は
霊
廟
代
参
使
と
い
う
大
役
を
担
っ
て
い
ま
し
た
⑳

。 

「
送
斎
田
士
華
之
二
荒
序
」
に
は
、
「
持
明
藤
公
」
（
こ
の
と
き
の
持
明
院
家
当
主
は

基
延
㉑

）
が
皇
太
子
（
後
の
仁
孝
天
皇
）
の
使
い
と
し
て
日
光
に
行
く
の
で
す
が
、
基
延

が
資
始
の
随
員
に
茂
先
を
加
え
る
よ
う
薦
め
た
た
め
、
茂
先
の
日
光
行
き
が
実
現
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
士
華
長
於
記
載
。
簡
而
不
陋
。
煩
而
有
要
」
（
茂
先
は
詳
し
く
記
録
し
た
。

簡
潔
に
し
て
雑
で
は
な
く
、
複
雑
で
あ
っ
て
も
要
点
を
記
し
て
い
る
）
と
、
こ
の
二
百

年
忌
の
行
事
を
茂
先
が
記
録
し
た
こ
と
も
記
し
て
い
ま
す
。
基
延
は
茂
先
が
記
録
係
に

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
推
薦
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

慊
堂
の
「
書
学
法
目
録
後
」
㉒

に
は
、
同
じ
文
化
十
二
年
の
こ
と
と
し
て
、
「
亡
友
士

華
以
二

乙
亥
歳
一

入
レ

京
。
就
二

真
蹟
一

鉤
摹
」
（
茂
先
は
京
都
で
高
野
大
師
空
海
の
真
跡

と
さ
れ
る
書
を
み
つ
け
て
、
こ
れ
を
写
し
た
）
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
一
ヶ
月
ほ
ど
の

滞
京
の
の
ち
江
戸
に
帰
っ
た
の
で
す
が
、
「
一
病
不
レ

起
。
是
為
二

絶
筆
一

」
（
病
に
倒
れ

て
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
空
海
真
筆
の
写
し
が
絶
筆
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
の

で
す
。
『
尚
古
法
帖
』
第
八
を
増
補
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

慊
堂
の
「
秋
萩
帖
跋
」
㉓

に
よ
る
と
、
い
つ
の
こ
と
か
は
不
明
で
す
が
、
茂
先
は
手
に

入
れ
た
『
秋
萩
帖
』
を
模
刻
し
て
い
た
の
で
す
が
、
終
り
の
数
十
行
を
残
し
て
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
茂
先
か
ら
彫
り
方
を
学
ん
だ
屋
葺
久
徴
（
士
遠
）
が
茂

先
の
遺
志
を
継
い
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

久
徴
が
完
成
さ
せ
た
『
秋
萩
帖
』
の
模
刻
に
慊
堂
が
寄
せ
た
の
が
、「
秋
萩
帖
跋
」（
文

政
六
年
）
で
す
。
『
秋
萩
帖
』
は
平
安
中
期
書
写
の
巻
物
で
、
前
半
に
『
万
葉
集
』
『
古

今
和
歌
集
』
な
ど
の
和
歌
四
十
八
首
を
草
仮
名
で
書
写
し
、
後
半
に
中
国
・
東
晋
の
書

 

⑲ 

『
慊
堂
全
集
』
巻
二
。 

⑳ 

『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
八
巻
〔
吉
川
弘
文

館
、
一
九
三
三
年
〕
）
文
化
十
二
年
四
月
十
一
日
条
。 

㉑ 

『
公
卿
補
任
』
第
五
篇
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
年
）
。 

㉒ 

『
松
崎
慊
堂
全
集
』
巻
十
三
。 

㉓ 

同
右
、
巻
十
二
。 
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家
王
羲
之
の
書
状
を
臨
写
し
た
も
の
。
巻
頭
二
首
は
小
野
道
風
、
残
り
は
藤
原
行
成
筆

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
㉔

。 

わ
ず
か
五
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
江
戸
と
日
光
、
京
都
の
間
を
そ
れ
ぞ
れ
往
復
、
し
か
も

家
康
二
百
回
忌
の
次
第
を
詳
細
に
記
録
し
、
ま
た
、「
尚
古
法
帖
」
第
八
を
増
補
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
『
秋
萩
帖
』
の
模
刻
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
さ

ら
に
『
掛
川
誌
稿
』
の
編
纂
な
ど
の
仕
事
も
抱
え
て
い
た
は
ず
で
す
か
ら
、
も
と
も
と

病
弱
だ
っ
た
茂
先
の
死
は
過
労
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

多
く
の
仕
事
を
未
完
成
の
ま
ま
残
し
て
、
四
十
二
歳
と
い
う
働
き
盛
り
で
逝
か
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
茂
先
に
つ
い
て
、
松
崎
慊
堂
は
「
秋
萩
帖
跋
」
で
「
為
レ

官
。
落
々
数
奇
。

抱
レ

志
入
レ

地
」
（
官
職
は
低
く
不
遇
で
、
志
を
抱
い
た
ま
ま
葬
ら
れ
た
）
と
記
し
て
い

ま
す
。 

 六
、
「
墓
銘
」
の
経
緯 

「
墓
銘
」
に
は
、
慊
堂

が
文
を
撰
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
茂
先
が
死
の
床
に
就
い
た
と
き
、
慊
堂
に
「
吾
子
ノ
銘
ヲ
得
、
而
テ

輪
池
翁
之
ヲ
書
セ
バ
、
復
タ
恨
ム
コ
ト
無
シ
ト
」（
私
は
あ
な
た
に
文
を
記
し
て
も
ら
い
、

弘
賢
先
生
に
字
を
書
い
て
も
ら
え
た
な
ら
、
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
）
と
頼
み
ま
し
た
。 

慊
堂
は
茂
先
の
一
周
忌
を
前
に
文
を
作
り
、
茂
先
の
跡
継
ぎ
で
養
子
の
常
吉
を
通
し

て
弘
賢
に
依
頼
し
字
を
書
い
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
弘
賢
は
「
嗚
呼
士
華
ノ
託
也
、
書

セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」（
あ
あ
、
士
華
の
願
い
な
ら
書
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
と
引

き
受
け
ま
し
た
。
こ
の
弘
賢
の
言
葉
か
ら
、
弘
賢
も
ま
た
弟
子
の
茂
先
を
愛
し
、
そ
の

死
を
深
く
悼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

「
墓
銘
」
の
末
尾
の
「
銘
曰
く
」
以
下
の
個
所
で
は
、
茂
先
の
人
生
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
以
下
の
よ
う
に
意
訳
し
て
み
ま
し
た
。 

 

人
は
家
柄
が
な
い
こ
と
に
苦
し
む
が
、
茂
先
は
太
田
家
譜
代
の
武
士
。
人
は
才
能

が
な
い
こ
と
に
悩
む
が
、
茂
先
は
百
人
に
優
れ
た
才
能
の
持
ち
主
。
し
か
し
、
仕

事
で
失
敗
し
て
つ
ま
づ
き
、
天
は
働
き
盛
り
で
の
死
を
運
命
づ
け
た
。
こ
の
た
め
、

 

㉔ 

『
新
版
角
川
日
本
史
辞
典
』
「
秋
萩
帖
」
項
。 
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低
い
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
そ
の
生
涯
を
記
し
、

跡
継
ぎ
に
示
す
。
あ
あ
、
そ
れ
が
茂
先
の
望
む
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
。 

  

日
本
を
代
表
す
る
儒
者
の
松
崎
慊
堂
が
文
を
撰
し
、
有
数
の
能
書
家
の
屋
代
弘
賢
が

文
字
を
書
い
た
斎
田
茂
先
の
「
墓
銘
」
で
す
が
、
そ
れ
を
墓
石
に
刻
ん
だ
の
も
一
流
の

石
屋
で
し
た
。 

『
静
岡
県
郷
土
研
究
』
に
「
斎
田
君
墓
銘
」
が
初
め
て
紹
介
さ
れ
て
以
来
、「
墓
銘
」

の
最
末
尾
は
「
広
沢
群
鶴
刻
」
と
読
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
広
瀬
群
鶴
刻
」
の

誤
り
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
藤
勝
丕
「
御
碑
銘
彫
刻
師
広
群
鶴
の
こ
と
」
㉕

に
よ
る

と
、
広
瀬
群
鶴
（
略
字
名
は
広
群
鶴
）
は
歴
代
の
名
乗
り
で
あ
り
、
江
戸
の
石
工
の
中

で
名
匠
と
さ
れ
ま
し
た
。 

同
論
文
に
よ
る
と
、
四
世
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

茂
先
の
墓
銘
を
彫
っ
た
の
は
五
世
の
広
瀬
群
鶴
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
世
は
茂

先
が
亡
く
な
っ
た
文
化
十
二
年
に
は
、
群
鶴
は
慊
堂
の
友
人
で
も
あ
る
儒
学
者
佐
藤
一

斎
の
父
佐
藤
文
英
の
墓
碑
を
彫
っ
て
い
ま
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

尾
澤
只
一
「
掛
川
誌
稿
前
半
の
著
者
斎
田
士
華
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、「
谷
中
の
本

行
寺
に
あ
る
べ
き
斎
田
茂
先
の
墓
は
鉄
道
工
事
の
為
め
に
同
寺
の
墓
地
が
狭
め
ら
れ
て

現
在
は
斎
田
氏
代
々
之
墓
と
な
つ
て
居
る
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

親
友
の
松
崎
慊
堂
が
記
し
た
よ
う
に
、
そ
の
優
れ
た
才
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
遇
な

人
生
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
業
績
は
『
掛
川
誌
稿
』
以
外
に
は
忘
れ
ら

れ
、
墓
も
「
斎
田
氏
代
々
之
墓
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
茂
先
（
士
華
）
の
名
前
が
慊
堂
の
文
な
ど
に
残
っ
て
い
る
の
は
せ
め
て
も

の
救
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
も
茂
先
の
忘
れ
ら
れ
た
業
績
を
掘
り
起
こ
し
、
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
了
） 

 

㉕ 

『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ 

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
第
五
四
七
号
（
一
九
九
七
年
）

所
収
。 


